

































２．数学科４年生の GPA 分布   
昨年度の数学科４年生の大半を占めた SM13 期生（平成 25 年数学科入学）の GPA の分布
を示す。SM13 期生は両キャンパス合わせて 143 名（坂戸 78 名、紀尾井町 65 名）である。
数学科目のうち必修となっているものは１年次の微分積分学Ⅰ、線型代数学Ⅰ、２年次の
微分積分学Ⅱ、線型代数学Ⅱ、代数学基礎である。GPA は成績 S(100-90 点)、A(89-80 点)、
















































Fig. 3 東京紀尾井町キャンパス SM13 期生全科目と数学必修科目の GPA. 
 
履修全科目の分布は単峰であるが、必修の数学科目は双峰を呈している。この問題につい
ては、後節で検討する。次に、履修全科目と数学必修科目との相関を Fig. 4 に示す。また、
教育実習を行う学生に関する相関を Fig. 5 に示す。 
SM13 期生の４年進級者のうち教育実習を行う者は 48 名（坂戸 35 名、東京紀尾井町 13 名）
である。 
 































Fig. 5 教育実習を行う学生の全科目と数学必修科目の相関. 
 
履修全科目の GPA と数学必修科目の間にははっきりとした正の相関がある。また、教育実







































数 0.50）が認められたが、同 SM15 期生 52 人については弱い相関（相関係数 0.41）しかな
い。 
 
本学数学科では 1 年次に基本科目「フレッシュマンセミナーⅠ・Ⅱ」（各 2 単位）、必修科
目「微分積分学Ⅰ」「線型代数学Ⅰ」（各 8 単位）と諸分野 8 科目の数学専門選択科目（計
16 単位）を、2 年次に必修科目「微分積分学Ⅱ」「線型代数学Ⅱ」「代数学基礎」（各 4 単位）
と諸分野 12 科目の数学専門選択科目（計 36 単位）を置き、基礎力の強化を図っている。
東京紀尾井町キャンパス SM16 期生において、「実力テスト」と「フレッシュマンセミナー」
のそれぞれの得点と 1 年次終了時の上記数学専門科目の GPA の関係を調べると、「実力テ
スト」と GPA の間には中程度の相関がある（相関係数 0.50）のに対して、「フレッシュマ
ンセミナー」と GPA の間にはかなり強い相関がある（相関係数 0.84）。さらに、同 SM15
期生における「実力テスト」および「フレッシュマンセミナー」の得点と 2 年次終了時の





























































































4 年生セミナーでの教員養成について、東京紀尾井町キャンパスの SM13 期生の事例から検
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